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睾丸転移をきた した前立腺癌の1例
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PROSTATIC CARCINOMA WITH METASTASIS 

   TO THE  TESTICLE: A CASE REPORT
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From the Department of Urology, School of Medicine. Juntendo University

(Director: Prof. R. Kitagawa)

   A 63-year-old man was admitted with the complaints of macrohematuria, sense of residual 

urine and urinary frequency. Physical examination revealed an enlarged hard prostate and 

left scrotal mass. The pathological diagnosis of the needle biopsy specimen of the prostate 

showed undifferentiated adenocarcinoma. The patient underwent bilateral orchiectomy for 

hormone therapy of prostatic carcinoma and treatment of suspected left testicular tumor. 

The histology of testicular tumor revealed metastasis from carcinoma of the prostate. 

   Metastasis of the testis from prostatic carcinoma is rare in spite of the high incidence 

of the primary tumor. Clinical findings on testicular metastasis from carcinoma of the pro-

state obtained in 62 cases reported in available literature are reviewed and discussed in detail.
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緒 言

転移性睾丸腫瘍は稀な疾患 とされてい る1)今 回わ

れわれ は前立腺癌の睾丸転移の1例 を経験 した ので,

文献的考察 を加えて これ を報告す る.

症 例

患老:63歳,男 性

主訴:肉 眼的血 尿,残 尿感,頻 尿

家族歴:特 記すぺ きことなし

既往歴:1971年 胃潰瘍

現病歴=1982年9月 頃血精液症 と射精時会陰部鈍痛

に気付 いた.1983年1月 初旬,同 症状が 持続 す る た

め某病院泌尿器科 を受診 した.IVP,CTな どの諸検

査を受けたが著変 な しと言われた.1月 中旬にな り排

尿 痛 と肉眼 的 血 尿 が 出 現 した.6月 前 医 で 経 尿道 的 前

立 腺 切除 術 を2同 受 け た が,病 理 診 断 では 特に 異 常 は

な い と言 わ れ た.8月 血 尿 の増 悪,9月 夜 間頻 尿,残

尿 感,終 末 排 尿 痛 が 出 現,9月30日 尿 閉 とな り10月1

日前 医に 再 入 院 し,10月3日 当科 を 紹 介 され,10月7

日入 院 した.

現 症=触 診 上 前 立 腺 は超 鶏卵 大 に 腫 大 し,左 葉 に 骨

性 硬 な結 節 を 触 知 した.ま た,左 睾 丸 が 腫 大 して いた.

諸検 査 成 績:血 沈 値25mm/h以 外,血 液 一般 検

査,血 液 化学,PAP値 異 常 な し.尿 蛋 白(升),尿

潜 血(措),尿 沈渣;白 血 球 多 数 侮 視 野,赤 血 球 多 数1

毎視 野,細 菌(柵),尿 培 養;Strept.faecalis,Staph.

epidermidis107/ml以 上,尿 細 胞 診;自 然 尿class

V腺 癌,前 立腺 マ 嚇サ ー ジ後 尿classV腺 癌.

X線 学的 検 査 所 見1胸 部X線 撮 影;異 常 はみ られ な
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Fig.1.入 院 時 尿 道 造影

難灘
Fig.2.入 院 時 前 立 腺 生検 組 織 像(×200)

繋懇
Fig.3.左 睾 丸 腫 瘤 組 織 練(×200)
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か った.排 泄性腎孟 造影;不 整 な膀胱底部の挙上がみ

られ たが,上 部尿路 には異常はなか った.尿 道造影;

尿道前立腺部の延長,拡 張 および壁の不整が認め られ

た(Fig。1).骨 シンチ グラフ ィー;異 常集積像 は認

め られなか った.リ ンパ管造影;両 側外腸骨 リンパ節

転移が疑われた,

前立腺生検所見;入 院時の前立腺生検に よる病理診

断は未分化腺癌で あ った(Fig.2).こ の と き同時に

施行 した吸引細胞診は,classV腺 癌 であ った.

手術所見:1983年10月20日,前 立腺癌(T4MoNi)

と左睾丸腫瘍 の疑 いで,左 高位除睾術,右 除睾術を施

行 した。左側睾丸は周囲組織 との癒着 もな く容易に摘

出された.睾 丸表面は一部凹凸不整 であ った。

摘出左睾丸病理所見:左 摘出陰嚢 内容重量は140g,

左睾丸は6×5×4cmと 右睾丸5×3×3cmに 比 し

腫大 していた.割 面 で は睾丸部中央 に最大径2.5cm

の,中 心が壊死傾向にある腫瘍結節がみ られ た.顕 微

鏡的には睾丸 の中心部は壊死に陥 り,そ の周辺には胞

巣状 あるいは管状配列を示す未分化腺癌細胞が観察 さ

れ,前 立腺に原発 した腺癌 の転移 と考え られた(Fig.

3).ま た,血 管内腫瘍塞栓が散見 された.腫 瘍に よ り

圧迫 された精細管は萎縮 し,一 部には硝子化がみ られ

た.

考 察

Pienkosら1)は24,000例 の剖 検 例 の うち,転 移 性 睾

丸 腫 瘍 のみ られ た もの は,白 血 病,悪 性 リンパ腫,肉

腫 お よ び 睾 丸 へ の 腫 瘍 直接 浸潤 を除 いた15例(0.06

0)で あ った と報 告 して お り,Hanashら2)は5,000

例 の剖 検 で1例(0.02%)に み られ た と して い る.ま

た,Priceら3)はAFIP(ArmedForcesInst三tute

ofPathology)に お い て1,600例 の原 発 性 睾 丸 腫瘍 が

集 計 され た が,転 移 性 の も のは38例 に す ぎな か った と

述 べ て い る.こ の よ うに 頻 度 の低 い転 移 性 睾 丸 腫瘍 の

原 発 巣 をみ る と,Priceら3)は38例 中14例(36.8%)

が 肺 ・気管 支,12例(31.6%)がRO立 腺 であ った と報

告 して い る.一 方,Picnkosら コ}はgo例 の 転移 性 睾丸

腫瘍 の 原発 巣 を 文 献 上 集 計 し た と こ ろ,前 立 腺39例

(43%),肺14例(15.6%)で あ った と 報 告 し,上 野

ら4)も 文 献 上 集 計 し得 た127例 中47例(37%)が 前立

腺,21例(16.5)が 肺 ・気 管 支 で あ っ た と し て い

る.こ れ ら よ り転 移 性 睾 丸 腫 瘍 の 原 発 巣 は そ の半 数以

上 が 前 立 腺,肺 ・気 管 支 であ る と推 察 され る.そ の他

消 化 器 系(胃,大 腸 な ど),泌 尿 器 系(腎,膀 胱,陰

茎 な ど)も 原 発 巣 と して報 告 され て い る3,4).転 移 性

睾 丸 腫 瘍 の 中 で前 立 腺 癌 の 多 い理 由 と しては,1)内

Table1.欧 米報 告 例(Marble8)以 後)

症例 年齢 患側 報 告 者 掲 載 誌

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

64

68

49

85

55

77

56

74

74

57

57

65

66

不 明

75

59

62

84

64

66

65

右

不明

右

左

左

両側

右

左

右

左

左

右

不明

不明

左

左

不明

不明

不明
一側

両側

RansomCLetal.

McDonald ,JHetal.

同 上

NeyCetal.

同 上

BallangerMR

FraenzaBetal.

WolfHetal.

MalekGHetal.

HanashKAetal.

同 上

同 上

JohnsonDE

同 上

,JepsonPMetal.

同 上

WeitznerS

同 上

SilvertonNP

McwilliamsWA

同 上

VaMedMonthly84:572,1957

1ilMed ,J113:283,1958

同 上

ArchSurq79:1028,1959

同 上

JUrolNephrol(Paris)67:194,1961

MinervaMed57:109,1966

JUrol99:198,1968

Cancer24:194,1969

JUrol102:465,1969

同 上

同 上

SouthMedJ64:11281971.

同 上

BrJUrol44:594,1972

同 上

Cancer32:447,1973

同 上

BrJUrol48:498,1976

Urology21:570,1983

同 上
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Table2.本 邦 報 告 例

症例 年齢 患側 報 告 者 掲 載 誌

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

54

71

51

73

80

73

65

72

79

75

80

63

両側

右

不明

右

左

左

右

左

左

右

両側

左

IchikawaTetal.

古武 ら

友吉

加藤 ら

永田 ら

太田 ら

宮下 ら

横山 ら

稲井 ら

曽根 ら

山下 ら

自験例

JUrol87:941,1962

日泌 尿 会 誌58:884,1967

日泌 尿 会 誌58二884,1967

泌 尿 紀 要18;738,1972

日泌 尿 会 誌69:807,1978

臨 泌33:915,1979

日泌 尿 会 誌70:587,1979

日泌尿 会 誌72:120,1981

日泌尿 会 誌73:98,1982

日泌尿 会 誌73:235,1982

西 日泌46:407,1984

分泌療法に よ り前立腺癌の予後が延 び,そ れにつれて

睾丸転移 の機 会が増加 した こと,2)estrogen療 法に

より正常睾丸能機が低下 し,豊 富なtestosteroneを

もつ正常睾丸に比 し癌転移を受け入れ やす いこと,3)

前立腺癌 の治療法 として去勢術が普及 したため,睾 丸

病理検索の機会が増えた ことな どが挙げ られ ている5).

前立腺癌 の臓器別転移発生頻度に つ い ては秋 元 ら6)

が5年 間の 日本剖検輯報の検討を行 っている.そ れに

よれぽ腺癌116例 中4例(3.4%),そ の他 の組織型33

例中4例(12.1%)が 睾丸転移を きた した と報告 して

いる,一 方,Franks')は89例 の前 立腺癌 の臓器転移

の検討を行 ったが,こ れに よれば1例 のみ(o.oi%)

に睾丸転移が あ った と述べ ている,

1960年Marble8)は29例 の前立腺癌 の睾丸 転移症

例を文献的に 集計している.今 回われわれはMarble

の集計 し得 なか った症例お よびMarble報 告 以後の

欧米症例21例(Table1)と,自 験例 を含め た本邦12

例を集計 し得た(Table2).Marble集 計例 お よび

われわれの集計 した合計62例 につ きその臨床 的特徴に

つき検討を行 う.発 症年齢分布では最 少47歳 よ り最長

85歳 平均66歳 と広い年齢分布 を示す が,大 部分 の症

例は50歳 代～70歳 代に53例(85.5%)と 集中 してい

る.患 側 は片側43例,両 側12例,不 明7例 と約3.6対

正で片側に多 くみ られ るが,左 右の記 載のある例 のみ

をみる と左右差はみ られない.転 移 巣が肇丸 のみ の症

例は8例 あ り,転 移巣 の記載のない13例 を除 く41例に

睾丸以外 の転移巣を有 してい る.最 も多い転移巣 は骨

であ り,27例 に記 載され てお り,大 部分は脊椎骨 ・骨

盤骨 ・肋骨に 集中 している.骨 以外の転移巣 としては

肝 ・肺 ・副 腎な どが挙 げられ てい る・ リンパ節転移 の

記載のあ るものは7例 であ り,骨 盤部 リンパ節が大勢

を占め てい る.副 睾丸に 同時に転移をみたものは4例

報告 され てい る(Marbl♂)の 症例1,3,4,Table

1の 症例45,Table2の 症例7).術 前に患側睾丸に

何 らか の硬結あ るいは腫瘤 を触れ,睾 丸腫瘍 を含む陰

嚢 内疾患 と診断 された ものは17例 であ り,そ の他36例

はいずれ も内分泌療 法 目的 で去勢術時に偶然発見され

たものである.剖 検 は7例,不 明は2例 である.し た

がって本症は剖検時 あるいは前立腺癌内分泌療法 とし

ての去勢術に際 し発見 され ることが多 く,こ れ らの睾

丸病理検索は等閑にで きない と反省 され る.

前立腺か ら睾丸 に至 る転移経路 に つ い て は・Ho-

wardら9)の 論文 中Scheldrup,E.W.に よ り,1)逆

行性 の静脈性経路,2)動 脈腫瘍塞栓,3)逆 行性 の リ

ンパ系経路,4)精 管管腔 内経路の4経 路が提 唱され

詳述 され てい る.し か し,個 々の症例における転移経

路 は明確には証明 されてはいない.自 験例は血管 内腫

瘍塞栓 が観察 され,血 行性転移の可能性 が 考 え られ

る.

結 語

63歳 の前立腺癌睾丸転移 を報告す るとともに,集 計

し得た62例 につ きその臨床像 を考察す るとともに,若

干の文献的考察 を行 った.
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